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健
全
性
の
さ
ら
な
る
向
上

　
歳
入
・
歳
出
と
も
大
き
な
決
算

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
将
来
に
わ

た
り
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
財
政
基
盤
の
確
立
も

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
年
度
末
の

借
入
金
残
高（
市
債
残
高
）は
、

新
た
な
借
入
の
厳
選
と
積
極
的
な

繰
上
償
還
を
行
っ
た
こ
と
で
逓

減
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
臨
時
財

政
対
策
債（
※
１
）を
除
く
実
質

的
な
残
高
は
10
年
連
続
で
減
少
し

ま
し
た
。【
グ
ラ
フ
①
】

　
ま
た
、
将
来
の
財
政
需
要
に
備

え
て
積
み
立
て
て
い
る
基
金
の
残

明
る
い
未
来
の
実
現
へ

着
実
に
前
進

　
平
成
26
年
度
は
、
景
気
が
回
復

基
調
に
あ
り
、
企
業
の
業
績
も
改

善
傾
向
と
な
る
な
ど
、
本
圏
域
に

明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
年
で

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
「
い

つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い
、
誰
も
が

暮
ら
し
た
く
な
る
自
信
と
誇
り
・

夢
と
希
望
に
満
ち
た
鳥
取
市
」
を

め
ざ
し
て
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
支
援
や
企
業
誘
致
な
ど
の

各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、

婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
登

録
会
員
が
８
０
０
人
を
超
え
た

り
、
新
た
に
４
つ
の
優
良
企
業
が

本
市
へ
の
進
出
を
決
め
る
な
ど
、

明
る
い
未
来
が
、
ま
た
一
歩
近
づ

い
て
い
ま
す
。

全
て
の
会
計
で
黒
字
決
算

　
歳
入
面
で
は
市
税
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
が
増
収
と
な
っ
た
こ

と
に
加
え
て
、
地
方
消
費
税
率

が
４
月
か
ら
上
が
っ
た
こ
と
で
、

社
会
保
障
費
の
財
源
と
な
る
地

方
消
費
税
交
付
金
約
３
・
８
億

円
が
純
増
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
前
年
度
積
み
立
て
て
お
い
た

国
か
ら
の
交
付
金
約
５
・
８
億
円

な
ど
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
投
資
の
た
め
の
借
入
を
約

６
・
６
億
円
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般

会
計
及
び
16
の
特
別
会
計
の
歳
入

総
額
は
対
前
年
度
２
・
４
㌫
減
の

１
３
６
３
億
１
６
６
２
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
の

大
幅
な
増
加
に
も
対
応
し
つ
つ
、

中
核
市
移
行
や
保
育
料
・
国
民
健

康
保
険
料
軽
減
の
検
討
、
小
中
学

校
・
公
民
館
の
耐
震
化
な
ど
安
全
・

安
心
の
確
保
、
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
開
設
、
工
業
団
地
の

整
備
促
進
、「
す
ご
い
！
鳥
取
市
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
た
本
市
の

魅
力
の
全
国
発
信
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
会
計

の
歳
出
総
額
は
対
前
年
度
２
・
３

㌫
減
の
１
３
３
１
億
３
８
５
１
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
個
々
の
会
計
を
見
て
も
、
全

会
計
で
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総括表（一般会計・特別会計）
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【グラフ②】将来負担比率の推移

【グラフ①】一般会計における市債残高の推移

　
平
成
26
年
度
決
算
が
９
月
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
・
特
別
会
計

で
総
額
約
27
億
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
本
庁
舎
行
財
政
改
革
課 
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義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

消
費
的
経
費

人件費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

出資・貸付金

積立金

繰出金

扶助費

災害復旧事業費

121 億 6391 万円（2 億 6955 万円）

180 億 4734 万円（14 億 4024 万円）

118 億 6594 万円（3 億 1242 万円）

71 億 6044 万円（▲36 億 8963 万円）

76 億 709 万円（2 億 9876 万円）

104 億 2941 万円（1 億 4884 万円）

125 億 6097 万円（▲11 億 5063 万円）

9 億 2526 万円（7776 万円）

10 億 6644 万円（▲6 億 8999 万円）

93 億 3482 万円（10 億 9969 万円）

1 億 4568 万円（▲4620 万円）

（8.3％）

（1.0％）

（19.8％）

（13.0％）

（11.4％）

（13.8％）

（7.8％）
（0.2％）
（10.2％）
（1.2％）

（13.3％）

歳出（性質別）

一般会計
▶グラフの見方
　費目 ( 構成比 )
　金額
　（対前年度増減）

▼依存財源
国や県により定め
られた額を交付さ
れたり、割り当て
られたりする収入。

▶自主財源
市が自ら調達でき
る財源。

将
来
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い

財
政
運
営
の
堅
持

【
特
集
】
　
平
成
26
年
度
決
算

〜昨年度実施した重点施策〜
▶地域経済の活性化と雇用対策の強化
・新布袋工業団地整備の決定
・三洋電機南吉方工場跡地への企業誘致
・総額 12 億円のプレミアム付き商品券発行　など

▶にぎわいと交流のあるまちづくり
・情報発信拠点「ととりのまんま」オープン（大阪）
・「すごい！鳥取

市」キャンペ
ーンの展開

・まちなか観光・
交流拠点施設

「まちパル」の
整備　　など

▶安全・安心で豊かな市民生活の確保
・医療看護専門学校建設に対する補助
・保育園、小中学校、地区公民館の耐震化
・臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給

付金の支給
・鳥取消防署東町出張所移転整備の推進　など

区　分 歳　入 前年度比
伸び率（％） 歳　出 前年度比

伸び率（％）

一 般 会 計 932 億 8899 万円 ▲ 2.1 913 億 730 万円 ▲ 2.1

特 別 会 計 430 億 2763 万円 ▲ 2.7 418 億 3121 万円 ▲ 2.6

特
　
別
　
会
　
計
　
内
　
訳

土地区画整理費 3 億 7349 万円 ▲ 6.0 2 億 7707 万円 ▲ 22.7

簡易水道事業費 13 億 2155 万円 ▲ 1.0 12 億 9970 万円 ▲ 2.1

公設地方卸売市場
事業費 1 億 2566 万円 41.1 1 億 2369 万円 46.8

駐車場事業費 3076 万円 16.6 3076 万円 25.3

国民健康保険費 203 億 3278 万円 1.5 198 億 4991 万円 1.9

高齢者 ･ 障害者住宅
整備資金貸付事業費 112 万円 ▲ 43.4 93 万円 ▲ 48.9

住宅新築資金等貸
付事業費 5849 万円 ▲ 11.2 5203 万円 ▲ 5.8

土地取得費 7 億 106 万円 ▲ 73.7 7 億 106 万円 ▲ 73.7

墓苑事業費 3011 万円 ▲ 24.4 2932 万円 ▲ 13.0

介護保険費 179 億 3312 万円 4.2 173 億 5810 万円 4.7

財産区管理事業費 853 万円 6.2 515 万円 15.7

温泉事業費 8041 万円 31.6 7964 万円 40.4

観光施設運営事業費 2171 万円 ▲ 70.3 2171 万円 ▲ 70.3

介護老人保健施設
事業費 8180 万円 ▲ 0.0 8180 万円 ▲ 0.0

後期高齢者医療費 18 億 8971 万円 3.2 18 億 8350 万円 3.3

電気事業費 3733 万円 ▲ 87.5 3684 万円 ▲ 87.7

合　計 1363 億 1662 万円 ▲ 2.4 1331 億 3851 万円 ▲ 2.3

「ととりのまんま」オープン

913 億 730 万円
（▲19 億 2919 万円）

歳出（目的別）

6 億 6603 万円
（▲5183 万円）

議会費・災害復旧費 （0.7％）

26 億 632 万円
（▲6 億 394 万円）　    

消防費 （2.9％）

35 億 6378 万円
（1 億 8264 万円）

農林水産業費 （3.9％）

60 億 8932 万円
（▲1 億 3236 万円）

衛生費 （6.7％）

68 億 503 万円
（▲2 億 5866 万円）

教育費 （7.4％）

69 億 8705 万円
（▲20 億 7669 万円）

土木費 （7.6％）

96 億 6965 万円
（▲2 億 4273 万円）

総務費 （10.6％）

112 億 394 万円
（▲10 億 1678 万円）

商工費 （12.3％）
118 億 6599 万円
（3 億 1243 万円）

公債費 （13.0％）

318 億 5019 万円
（19 億 5873 万円） 

民生費 （34.9％）

高
は
、
７
年
連
続
で
増
加
し
、
前

年
度
と
の
比
較
で
は
約
３
億
円
増

加
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
将
来
負
担
比
率
」

（
※
２
）が
、
７
年
連
続
で
改
善

し
て
お
り
、
一
般
会
計
だ
け
で
な

く
、
市
全
体
の
負
債
も
着
実
に
減

少
し
、
財
政
の
健
全
性
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。【
グ

ラ
フ
②
】

　
本
市
は
、
今
後
も
引
き
続
き
中

長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、
計
画
的

に
諸
課
題
の
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り

し
な
い
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
市
政
の
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（※ 1）臨時財政対策債
　国の財源不足により、地方交付税の総額が確保できない場合、
不足分を地方が借金することによって補てんする起債。その返
済相当額は後年度の交付税に算入される。

932 億 8899 万円
（▲20 億 3643 万円）

歳入

251 億 5356 万円
  （▲6 億 9186 万円）

地方交付税 （27.0％）

8 億 7570 万円
（▲18 億 5434 万円）   

繰入金 （0.9％）

10 億 9528 万円
（6 億 9270 万円）

財産収入・寄附金 （1.2％）

535 億 2108 万円
　（▲17 億 6656 万円）

依存財源 （57.4％）

116 億 7739 万円
（▲8 億 8378 万円）

国庫支出金 （12.5％）

70 億 3165 万円
（▲4 億 415 万円）

市債 （7.5％）

34 億 5439 万円
（3 億 2534 万円）

譲与税・交付金 （3.7％）

96 億 5851 万円
（10 億 2637 万円） 

諸収入 （10.4％）

20 億 8893 万円
（1 億 5121 万円）

繰越金 （2.2％）

15 億 5012 万円
（▲1 億 830 万円）

使用料・手数料 （1.7％） 11 億 7222 万円
（▲3 億 7952 万円）　   

分担金・負担金 （1.2％）

62 億 409 万円
（▲1 億 1211 万円）

県支出金 （6.7％）

233 億 2715 万円
（2 億 201 万円）

市税 （25.0％）

397 億 6791 万円
（▲2 億 6987 万円）

自主財源 （42.6％）

（※ 2）将来負担比率
　市の全ての会計と一部事務組合などの会計における将来負担
すべき実質的な負債が、市が収入し得る標準的な一般財源に対
して、どれくらいあるのかを示す指標。


